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動教室の期間は、 9/29~12/8 の毎週木曜日(祝日である 11/3 と降雪のために中止となった
11124を除く) 13:30 ~15:00 の全 9 回であった。運動教室は第 2 回~第 8 回で実施し、その










ネルギー摂取率は 1日の摂取エネルギーのうち 4.4%で、これは米国の 10%と比しても半分以下




各群聞の差を t検定し、片側検定・危険率 5%以下を有意とした。栄養摂取量の判定は BDHQ
で得られた栄養素摂取量から、 HDI(Healthy diet index)およびAI-84(Adherence Index)で判定し、
超音波による骨密度調査は、 OSI値 2.428以下を「骨密度値要経過観察値」とした。
乳製品摂取量を 1，000kcalに換算した密度法で検討したところ、乳製品摂取量は 175g前後であ


























































































































































南小5年生 南小6年生 北小5年生 北小6年生




害物歩行および 6分間歩行が有意に向上したい<0.05) 0 SF-36では、教室後に活力と心の健康が
有意に増加したい<0.05)。運動教室前後の体力レベルの変化量と SF・36の変化量との関係につ
いては、握力と全体的健康感 (r= 0.57)、上体起こしと心の健康 (r= 0.50)、10m障害物歩行と日
常役割機能(身体 r=・0.62)、活力 (r= -0.57)、日常役割機能(精神:r = -0.48)、6分間歩行と






























運動数出自IJ 1互助教と己後 運動教と己前 運動教と己後 運動数五自IJ 運動教と己後 運動教と己前 運動教と己後
体力測記
梶J(kg) 29.2士1.5 28.8士1.5 25.9士1.6 25.1士 09 24.8士 0.9 24.3士 0.9 38.0士l.3+ 38.2士1.4#
上体起こし(同) 6.2士1.6 9.3士1.5 9.4士 3.2 10.9士 2.8 2.3士 2.3 4.3士 2.8 5.7士 2.1 12.0士 0.6
長単体前J国(cm) 38.9士 2.8 40.4士 2.3 47.0士 2.8 45.6士 3.1 38.3士 4.2 39.3士 4.1 28.5士 5.0 34.3士 3.8
開眼片九~)fち(秒) 71.5士 9.9 63.0士 10.2 82.9士 15.6 79.5士 16.0 62.2士 18.4 47.8士 18.2 65.5士 19.4 56.0士 19.9
10ml;車害物捗オ丁(秒) 7.8士 0.3 7.1士 0.3 7.6士 0.4 6.7士 0.3 8.1士 0.4 8.0士 0.5 8.0士 0.6 6.6士 0.5
6分間)!イ丁 (11) 543.3士 11.3 580.8士 14.1' 563.8士 15.1 608.1士 15.1命 515.8士 18.8 528.3士 21.8t 543.3士 23.9 596.7士 28.8
等パ性膝仲民筋J(kg) 26.2士1.8 28.4士 2.3 25.7士 2.5 28.2士 4.1 18.1士1.3' 21.3士1.5 35.0士l.1+ 35.9士 3.7'
ファンクショナノレりーチ (cm) 37.9土1.4 36.6土1.5 38.9土1.8 36.4土 2.0 36.2土 2.7 36.9土 2.7 38.2土 3.0 36.6土 3.8
タイムアップアンドコー(秒) 6.91土 0.3 6.77土 0.3 6.4土 0.5 6.4土 0.4 7.5土 0.6 7.2土 0.5 6.94土 0.5 6.79土 0.6
SF-36 (点)
身体機能 84.5土 3.1 88.8土 2.3 87.5土 5.2 87.5土 4.4 79.2土 6.2 84.2土 4.0 85.8土 4.5 95.0土1.8
日常役割機能(身体) 84.1土 4.0 90.0土 3.2 87.5土 5.9 89.8土 6.2 93.8土 3.2 88.5土 4.4 69.8土 8.1+ 91.7土 6.2
体の痛み 74.1土 4.9 70.0土 5.3 61.5土 7.7 57.8土 8.5 84.7土 7.6 87.7土 8.3t 80.2土 7.7 68.5土 7.4
全体的健UJi感 61.8土 4.3 63.0土 3.5 56.5土 6.2 57.8土 6.1 68.0土 10.5 67.5土 7.5 62.5土 6.2 65.3土 4.2
1青J 63.1土 4.8 72.2土 3.5' 57.8土 8.7 67.2土 5.4 77.1土 7.5 79.2土 8.3 56.3土 6.5 71.9土 3.9
社会生活機能 84.4土 3.5 86.3土 3.7 81.3土 5.3 82.8土 4.7 89.6土 6.0 89.6土 8.2 83.3土 7.7 87.5土 7.9
1常役割機能(粕伸) 85.8士 3.8 93.8士 2.8 87.5士 5.5 88.5士 6.5 94.4士 5.6 98.6士1.4 75.0士 7.8+ 95.8士1.9
心の位康 71.5士 3.1 77.3士 3.3 71.3士 3.6 71.9士 3.4 75.0士 7.9 80.8士 9.3 68.3士 5.9 80.8士 4.4
値は平均値士標準誤差である
*: pく0.05，運動教室前 vs 運動教室後
$: pく0.05，運動教室前 60歳代女性 vs 運動教室前 70歳以上女性
t: p <0.05，運動教室後 60歳代女性 vs 運動教室後 70歳以上女性
+:pく0.05，運動教室前 70歳以上女性 vs 運動教室前男性

































菌 2. デジタルベン外観、 右:ひと筆書き図形模写の例
表 3.筆跡情報と体力測定値の相関(運動教室前)
脚筋力(l沼) IVBI TUG (s) 
筆速 (mm/s) 0.57ホ
停留時間 (s) 。目 54ネ O. 72材
停留時間割合(弘) -0.51" -0.53" 
記入時間 (s) …0.58字 O. 53ネ
加速度落ち込み回数(回)
(**p < 0.01、ヤ<0.05) 
表 4.運動教室前の筆跡情報と運動教室前後での体力測定値の変化量の相関
脚筋力 (kg) WBI TUG (s) 
筆速 (mm/s) 0.59ホ 仏60"
停留時間(s) 
停留時間割合(九)
記入時間(s) -0.61ホ 。実 67お
加速度落ち込み回数(回) -0. 68* -0.66ネ














また、 y 、) (f) により、運動教室による定期的な運動の効果が把握できる
ことが推測された。この方法で転倒リスク等の運動機能低下のリスクについて早期把握が可能に
なれば、現実的なスクリーニング手段とすることができる。
我々は、健康に関する調査研究とそのフィードバックの対象年代を広げて行くことで、『科学的
根拠に基づく保健行政の提案』まで展開することを目指しており、これらの事業および結果を通
して、地域住民や行政の方々に大学の利用価値を認識していただくことが、真の意味での地域連
携の第一歩と考える。
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